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【意見書の内容】 
1．最低賃金を今日の物価高に対応しうる金額となるよう、大幅に引き上げる
こと。 

2．全国一律最低賃金制度を展望し、地域間の最低賃金格差を大幅に縮小
すること。 

3．最低賃金引き上げへの理解が得られるよう、「政府の責任において中小零
細企業の経営支援を抜本的に強化すること」を審議会の意見として表明す
ること。 

【意見書の理由】 
日本国憲法は第２５条で「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活

を営む権利を有する」とし、最低賃金法は第１条の目的で「この法律は、賃金
の低廉な労働者について、賃金の最低額を保障することにより、労働条件の
改善を図り、もって、労働者の生活の安定、労働力の質的向上及び事業の公
正な競争の確保に資するとともに、国民経済の健全な発展に寄与すること」と
しています。現在の秋田地方最低賃金は、時間額８９７円です。この額は、自
立して子育てができ、労働力の再生産を保障できる生計費水準には程遠い
状況です。憲法の求める「人間らしい生活」を達成するために、大幅な引き上
げが必要です。 

日本の最低賃金には、３つの大きな問題があります。１つは低すぎて自立し
て生活できないこと、２つ目は地域別で格差が広がっていること、３つ目は中
小零細企業支援がきわめて脆弱であることです。 

最低賃金の地域間格差をみると秋田県（時間額８９７円）ともっとも高い東
京都（時間額１，１１３円）を比べると、格差が依然として時間額で２１６円ありま
す。地域間格差が縮まらないことなどから、最低賃金の低い地域から若者な
どの労働力が流出し、人口減少の大きな要因となっています。昨年、中央最
低賃金審議会は最賃の目安ランクを ABC の３ランクに再編しました。これ
は、地域間格差の是正を求める世論の高まりに押されての変更であると言え
ますが、最低賃金の高いところは高く、低いところは低いまま固定化する構図
に変わりありません。 

私たちの組合が加盟する秋田県労連をはじめとする東北６県の県労連は
共同で２０１６年に「最低生計費試算調査」を実施し、2022 年 10 月に近年の
物価高騰と 2019 年の消費税増税等を加味して再計算を行いました。その結
果、秋田市の２５歳単身者（モデル例）では、普通の暮らしに必要な費用は税・
社会保険料を除いて月額２０万１千円必要であること、2016 年当時よりも１
６．９％上昇していることがわかりました。月の労働時間が１７３．８時間とする
と時間額１，４５９円、１５０時間（年１，８００時間）とすると時間額１，６９１円にな
ります。 

これらの数字は、最低賃金の大幅引き上げと全国一律最低賃金制度確立
の根拠を裏付けるものだと確信します。 

中小零細企業の多くは大企業の下請であり、指値や買いたたきなどによっ
て不公平な取引にさらされていて、経営的にきびしい状況にあります。中小零
細企業が安心して最低賃金引き上げに対応できるよう政府予算を大幅に引
き上げるとともに、社会保険料の事業主負担を減免するなどの抜本的支援策
が求められています。 

最低賃金引き上げへ 
 ７月１７日、「秋田地方最低賃金改正の審議にあたっての意見書」（下記の内
容）を秋田地方最低賃金審議会に対して建交労秋田県本部として提出しまし
た。意見書は全部で１１の労働組合から出されました。また、秋田弁護士会が
「最低賃金の大幅引き上げと全国一律最低賃金制度の実施を求める会長声
明」を６月２８日に出しています。 
 予定では、８月５日に審議会が最賃の引き上げを答申する予定です。 

ダンプキャラバンを実施 
７月８日から１２日までの５日間、第３１回全国ダンプキャラバン（要請行

動）の東北コースがとりくまれました。ダンプキャラバンの目的は次の３つで

す。 

元請建設会社に交渉で行くと、必ずといっていいほど玄関には政権党の

国会議員のポスターが貼（は）られています。国会議員の後援や威光（いこ

う）を笠に着て、「ダンプ規制法」や「政府の交通安全対策」、「国交省の指導

事項」などを無視し、自分勝手なことをする請負者に対して、発注者が確実

な指導を行うよう国交省や県、ネクスコなどにダンプ規制法の目的などを十

分に理解させることが目的の一つです。 

 ２つ目は、この行動に参加した現場の仲間がダンプ規制法の目的や、なぜ

１日の常用単価５５，０００円（税別）で働くことができるのか理解をしてもら

うことです。 

 ３つ目は、業界団体の建設業協会に要請し（時間の関係で要請をおこなっ

たのは福島と秋田のみ）、発注者と請負者の契約事項を遵守してダンプ規

制法第 12 条団体に対する優先使用措置をとるよう、会員各社に徹底して

もらうことです。 

 

 今回の要請は、福島４ヶ所、山形１ヵ所、宮城６ヶ所、岩手２ヶ所、秋田２ヶ

所、青森１ヵ所の合計１６か所でした。※国交省湯沢河川国道事務所は大雨

の警戒のため、延期になりました。 

 現場からはのべ２４人、専従者は６人が参加しました。今回は各県ごとに

主たる説明者を決めて要請しました。現場からの初参加者も多く、「使用促

進闘争にとりくむ意義が良く分かった」、「来年も参加したい」などの声が寄

せられました。 

県本部定期大会 
１０月６日（日） 

県生涯学習センター 

第３研修室 

を予定しています。 

 

 

７月１１日国交省能代河川国道事務所玄関にて 



 

 

 

  

  

  

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

    

 

 

 

 

    

   

  

 

 

 

  

 

   

  

 

 

 

  

   

  

  

マイナーな 

【前回の答え】 あまのがわ 

 応募者２名、正解者２名でした。 

東北ダンプ支部秋田分会のゆきちゃんに 1,000 円の図書カー

ドを送ります。答えをハガキかファックス、メールで送ってくだ

さい。正解者の中から 1 名の方に 1,000 円の図書カードを贈り

ます。その際、住所・氏名・年齢（さしつかえなければ）・支部・分

会名を忘れずに書いてください。初めての方の投稿大歓迎。 

応募のしめ切り⇒8 月 25 日の消印まで有効。発表は次号で。 

ヒント→〇〇〇ヅ〇…心をこめて折ります 

余白に意見や組合への要望などを必ず書き添えてください。 

とく名、ペンネーム可。 

仲間の皆さん、ふるって応募を！ 

 

《あて先》〒010-0976 秋田市八橋南 1 丁目 2 番 29 号 

               Fax.018-823-7751     

建交労秋田県本部「なかま」クイズ係 

      

NO.577 

 

カギを解き、二重枠に入る文字

を並べてできる言葉は何ですか。 

【タテのカギ】 

①馬肉の刺身 ②竹馬の—— 

③——をアルミから樹脂にして

断熱性を高める ④——町村議

会 ⑥なくて七—— ⑧種類に

よる区別 ⑪——の功名 ⑬陰

暦四月 ⑭雨の日に使う ⑮—

—っぱり 

【ヨコのカギ】 

①アルバイトの略 ③残業の割——賃金 ⑤音読の対 ⑦利権で

甘い——を吸う ⑨大きなお——です ⑩奈良の猿沢—— ⑫蓼

——虫も好き好き ⑭——を張り替え部屋が一新 ⑯新五千円—

— ⑰雨天で—— 
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日本の若者約６割「自国の将来暗い」 
 政府の 2024 年版「こども白書」を見ると、こどもや若者を取り巻く状況が改善しているとは言い難い。 

 

こどもの相対的貧困率は、低下傾向にあるとはいえ 11.5％で、特にひとり親家庭では 44.5％と高い（2021 年の

国民生活基礎調査に基づく）。児童相談所の児童虐待相談対応件数は２０２２年度、過去最多の２１万９１７０件（速報

値）。小・中学校での不登校児童生徒数や学校でいじめの重大事態発生件数も２０２２年度に過去最多となった。２０

２２年は約８００人もの 10～19 歳のこどもが自ら命を絶った。 

白書は、こども家庭庁の２０２３年度「我が国と諸外国のこどもと若者の意識に関する調査」（日本、アメリカ、ドイ

ツ、フランス、スウェーデンの５ヵ国各１０００人の１３～２９歳を対象に２０２３年１１～１２月実施）も紹介。「自分自身に満

足している」と回答した割合は、日本は「どちらかといえば」を含め 57.4％で前回調査２０１８年度の 45.1％より改善

した。だが、他の４ヵ国は「満足」回答がいずれも７割超である。 

 「自国の将来は明るい」と思うと回答した割合（「どちらかといえば」を含む）は日本が突出して低い。「明るい」は

23.1％で、「暗い」は 61.1％。しかも「明るい」の割合は 2018 年度調査の 30.9％より下がっている。「明るい」の回

答割合はドイツが 61.8％で最も高く、スウェーデン 61.1％、フランス 55.3％と続く。アメリカは前回の 67.6％より

大幅に下がったが 49.2％だった。 

 「自国の将来は暗い」と思う若者が約６割。これも日本経済の「失われた 30 年」の帰結か。 

 

●自国の将来は明るいと思うか？（％） 

         明るい   暗い    わからない 

日 本      23.1     61. 1    15.8 

米 国      49.2     40.4    10.3 

ドイツ       61.8     35.4     2.8 

フランス     55.3     40.4     4.4 

スウェーデン 61. 1     33.9     5.0 

＊こども家庭庁「我が国と諸外国のこどもと若者の意識に関する調査」（2023 年度）より。「明るい」「暗い」は「ど

ちらかといえば」を含む。 
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